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In order tO evaluate he stability of the fiSh aggFegation deVice(FAD)against the
inlpulsive force at landing on the sea fiooF effiCiently, this paper deals win the
affectiOn Of the tta floor On the added‐mattcoefficient and he drag coefident of the
setthng FAD.FttrtheFmOre this study pFeSents an approach to analyze the ilnpulsive
force in co?deration ofthe effect of the potture and the rOtaionalrnotion of the FAD
at ianding.
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P=CMnM碑些 +=CDAVG2     (8)













































図-7 並進及び回転運動によるCtt n Tの変化(γ=55.5X)


























































●・                    Ч・十.Ч





最大着底衝撃力ftt a xは式 (9)および式 (10)
のように表せる.























































































































































study to reduce the settled area of the fish
aggregation devices on the sea floor thrown
from a shiP, Proc. 21st lnternational Conf
on Coastal Eng。, PP.2937-2951, 1988.
6)今井 功:流体力学,前編,裳華房
7)松浦義一:船体振動と付加質量,1972年度水工学に
関する夏期研修会講義集,Bコース,pp.B81～B
8-24, 1973.
rω/Vc=0,7
rω/VG‐° 4
rω/VG‐0
(Dx/Dy)
図-14 並進及び回転運動による着底衝撃力の変化
5 結論
本研究は,現行の魚礁沈設時の着底衝撃力の算定式に含
まれる付加質量係数および抗力係数に対する底面効果,
また着底時の魚礁の運動形態を考慮した着底衝撃力につ
いて検討を加えた。本研究によつて得られた主要な結果
を要約すると以下のようである。
(1)魚礁の付加質量係数は,魚礁が底面に衝突すると
きには無限流体場の1.14～3.76倍の値をとることがポテ
ンシヤル理論に基づいた理論的考察より明らかになつた。
また,付加質量係数に及ぼす魚礁水平方向の動揺および
回転運動の影響については,特に回転運動の影響が大き
く,回転速度の増加に伴つて減少する傾向を示す.
(2)魚礁の抗力係数に及ぼす底面効果については,無
孔魚礁の場合には底面の影響を受けて2程度まで増加す
ることが明らかになつたが,有孔モデルの場合には計算
結果のバラツキが大きく明確結論を得るまでに至らなか
った。
